
 

1 

 

 

                                       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

            

 

 

 

 

 

 

議会だより 
御蔵島村 ６５号 

 

～ 掲 載 記 事 ～ 

P.２   議長の卓論 

P.３   令和７年第２回定例会 議決事項 

P.４  議員一般質問 

P.９  御蔵島村議会行政視察報告     

P.14  活動報告 
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  各地で早い梅雨入りと梅雨明けが続いている今年、御蔵島はまだ気象庁からの梅雨明けの報道は

ありませんが連日真夏の様な日が続いています。村民の皆様も熱中症対策をしっかりとして暑い夏を乗

り切りましょう。 

 

 ６月１３日第２回御蔵島村議会定例会が開かれ、提出された議案等の審議は終了して閉会となりました。

議会が議決承認した工事等。 

令和７年度御蔵島小中学校改修工事(第２期)工費 50,670，400 円 工期 令和８年３月１３日まで。 

御蔵島村防災行政無線同報系整備業務、工費 177，430，000 円 工期 令和８年３月２７日まで。 

村営西川住宅４号棟外装改修工事、工費 67，100，000円 工期 令和８年２月２７日まで。  

令和７年度たりぼう・森山ヶ下地区法面中段工事、工費 279，400，000円 工期 令和８年３月２７ 

日まで。 

年度内も大きな工事が進められます。 

 

 ６月９日に利島村への行政視察、６月１０日には利島村議会定例議会傍聴、伊豆大島町議会定例議会

傍聴を無事実施出来ました。小離島である利島村行政視察で御蔵島と共通する課題等が多く有意義な

ものとなり、議員構成が大きく変わった議会傍聴も行い充実したものとなったと思います。また伊豆・小笠

原諸島最大の伊豆大島町議会傍聴も、参加した議員や職員には大変参考になったと思われます。参加し

た議員からはこの議会だより内で別途報告して頂きます。 

 

 ６月の都議会議員選挙の御蔵島の投票率は７６．３９％でした。都内に比べると高い投票率です。現在

実施されている参議院議員選挙においても当日投票や期日前投票等を是非お願いします。 

 

 今後は台風等の発生接近が心配される季節です。また水資源の豊富な御蔵島でも、夏に向け飲料水

が心配になる可能性もあります。住民それぞれが無理のない災害対策や節水節電等に取り組みましょう。

例えば車の燃料などはギリギリまで使用してから給油するのではなく、半分程に減ったら給油する習慣を

身に付けると燃料の個人的な備蓄になります。 

 

 皆さんのご意見を是非、議会や議員にお寄せください。 

 

 令和７年７月７日 

御蔵島村議会議長 栗本 道雄 

 

議長の卓論
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令和７年第２回定例会 議決事項 
 

 
 

令和 7年第 2回定例村議会が 6月 13日（金）に開会され、承認 3件と議案 5件の審

議を行い、報告 1件の提出がありました。 

 
※表中の記号 ： 〇…賛成  ×…反対  －…欠席 

議 案 番 号 議   案   名 議決結果 

審議の賛否 

栗 
本 
真
一 

砂 
原 
奈 
美 
子 

黒 
田 
正
道 

広 
瀬 
旭
治 

西
川
理
恵 

承認 第 1 号 
専決処分について（御蔵島村税条例の一部を改正す

る条例） 
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 

承認 第 2 号 
専決処分について（御蔵島村国民健康保険税条例の

一部を改正する条例） 
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 

承認 第 3 号 
専決処分について（令和６年度御蔵島村一般会計補

正予算(第６回)） 
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 

議案 第 １ 号 
令和７年度御蔵島村小中学校改修工事(第2期)請負

契約 
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 

議案 第 ２ 号 御蔵島村防災行政無線同報系整備業務委託契約 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 

議案 第 ３ 号 村営西川住宅４号棟外装改修工事請負契約 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 

議案 第 ４ 号 
令和７年度たりぼう・森山ヶ下地区法面中段工事請負契

約 
原案可決 〇 〇 〇 ✕ 〇 

議案 第 ５ 号 
令和７年度御蔵島村介護保険事業特別会計補正予算

(第１回) 
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 

報告 第 １ 号 繰越明許費繰越計算書(一般会計)について 採決不要  
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定例会 一般質問内容 

 
 

◆栗本 真一 議員 
 

◎スターリンクの配備について 

【質問】 都デジタルサービス局主導の情報通信基盤の多重化について、事業概要の説明を。 
      

【回答】総務課長 

災害時に利用できる衛生通信設備による通信を、日常から利用できる環境に提供するものとし 

    て、当村では開発総合センターと学校を選定しました。現段階では設備詳細は不明です。 
 

【質問】 過去、島内の不感地域解消に向けて、携帯電話アンテナ基地局の設置を検討する調査が行わ 

れた経緯がある。電気の通っていない南郷地区やえびね公園などに、太陽光パネルと蓄電池を 

セットにして、スターリンクのWi-Fiスポットがあれば防災の観点からも有効だと思うが、不感地 

域解消に向けた取り組みとして村の考えは。 
 

【回答】総務課長 

 村としては以前、通信キャリア各社に不感地域解消に向けた取組について要望しましたが、結果 

として断られたという経緯がございますので、村は引き続き国や都を通じて不感地域解消に向け 

た取組について、要望を継続していくというところが現状での方針です。 
 

◎企業・事業拡大補助金について 

【質問】 この事業は２カ年で終了とのこと。この事業の目的は「村の雇用機会の拡充及び産業活力の向 

上を図る」と書いてある。目的が達成されての終了なのか、効果の検証と次年度以降の代替事業 

について。 
 

【回答】村長 

当該事業についてまずは２カ年実施して、振り返り・効果の検証を行いたい。もちろん、その間も 

産業振興に係る他事業について別途検討していきたい。 
 

◎村営住宅管理の受託者募集（５月の掲示板への掲示内容）について 

【質問】 当初予算審議で見落とした。新規事業であるため、事業概要の説明をお願いしたい。 
 

【回答】副村長 

村営住宅の管理業務内容は、住宅周辺の清掃業務及び屋上の点検業務、空室の管理となりま 

す。委託期間は通年で、更新あり。委託料は月額３万円です。 
 

◎黄楊桑材について 

【質問】 ４月に「黄楊桑材の出荷主の皆様へ」ということで産業センターから文書が発出された。内容は 

原木買取価格の変更についてのお知らせ。事業概要を説明いただきたい。 
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【回答】産業課長 

    今年度、村長決定により買取金額を引き上げ及び販売価格の値上げを行います。以前は村から 

販売先である農協へのみでしたが、今回は産業センター業務の委託先から関係者への情報を発 

出した流れとなります。 
 

【質問】 村資産である村有地の天然木について、近年の切り出し状況について教えてほしい。 
 

【回答】産業課長 

     数年前は払下げを行っていましたが、ここ１，２年は未利用となっています。なお昨年度は、関西 

将棋会館に記念樹としてツゲの木を２本贈呈するに当たり、合計５本のツゲの幼木を山から掘り起 

こしています。 

 

◆砂原 奈美子 議員 
 

◎役場職員の充足数について 

【質問】 ６月１日現在での職員数と不足数、診療所の職員配置の現状と今後の予定をお教え願いたい。 
 

【回答】総務課長 

     職員定数が３０名、現在２１名が在籍し９名が現状不足の状況。 

     看護師は現在派遣で常駐２名、そのほか都度短期で入っていただく看護師が２名。 
 

【質問】 常勤ナースは引き続き募集か。また、職員９名不足も引き続き募集をかけておられるか。 
 

【回答】総務課長 

     ナースは募集を継続している。職員募集は現在入所できる部屋がなく中断している。ただし、村

内で住宅が必要のないところでお話があれば、随時検討していく。 
 

◎職員の研修について 

【質問】 新たに職員も増え、今まで以上に安心して働きやすい職場をつくることが必要と考える。 

     職員の研修計画と研修数の予定は。また、ハラスメントに関する研修はあるか。 
      

【回答】総務課長 

     村の職員研修は令和７年度研修実施計画に基づき、今年度は２名の新任研修を予定。こちらは

年１回。ハラスメント研修は係長新任研修から実施される予定。 
    

【質問】 現在いる行政職員でハラスメント研修を受ける方はいらっしゃるか。 
 

【回答】総務課長 

 昨年度の実績では係長新任研修は４名が研修に参加している。 
 

【質問】 ぜひ、研修の枠をもう少し広げてほしい。学びを深め住民の福祉への寄与をしていただきたい。 
 

◎防災訓練について 

【質問】 災害時の避難の際、おにぎり等の食料や、水などを持っていく方が多い。これは、物資や人的資 

源も少ない当村において重要である。健康で動ける余裕のある方に対しては自助を促す行動を 

無理のない、可能な範囲で促しても良いのではないかと考える。自助のポイントを村から具体的 
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に提示し、住民が防災意識をさらに高めれば、限られた人的資源をより有効活用できる。 

これらをふまえ、住民が参加できる防災訓練の実施予定をお伺いする。 
 

【回答】総務課長 

      現在予定している段階だが、令和８年度に御蔵島村、三宅村、東京都合同による防災訓練実施 

の提案があり、今後実施に向けた検討が行われる。詳細は現在のところ未定。 
 

【質問】 計画だからやった、ではもったいない。消防団や避難した方々のヒアリングなども活かし、災害 

の際に住民がより御蔵での必要な行動をわかるような周知をしていただきたい。 

 

◆黒田 正道 議員 
 

◎リチウムイオン電池の廃棄について 

【質問】 リチウムイオン電池を使った電化製品が安価で市販され、各家庭で数多く保有・使用されていま 

すが、これらの電化製品を処理する際の発火による、処理施設の火災等が報道されています。 

 御蔵島村では、小さいものは有害ゴミとして個別に排出。大きなものは島外処理のため、浜のコ 

ンテナに入れるなどし、適切に処理がされているようです。しかし、住民の中には処理の仕方が分 

からず、不燃物としてゴミに出されるケースもあるようです。 

 リチウムイオン電池を含め、廃棄物の処理について定期的に広報していただきたい。 
 

【回答】総務課長 

廃棄物等の処理については、常にホームページで周知しているが、広報でも周知をしていきたい 

と思う。 
 

 

◆広瀬 旭治 議員 
 

◎高齢者福祉について 

【質問】 行政事務の最終目標は住民福祉であると考えます。そのことを前提に 

・現在の 75歳以上の人口は何人か。 

・三宅島村が設置の、あじさいの里の御蔵島村での位置づけはどのようになっているのか。 

御蔵島村から２名の利用ができるとのことであるが、契約書などが存在するのか。 

・村営の老人ホームの設置の計画はあるのか。 

・近年在京等の老人福祉施設に入居し、その後亡くなった事例が数件ある。老人ホームの設置の 

ない御蔵島村において、在京等の介護施設入居者に対して補助金制度を整備する計画は。 

 

【回答】村長 

       私も重要であると考える。基本的には社会福祉協議会の事業に協力する形と、法律で定められ

た事業を充実させていく。 

・75歳以上の人口は、男性 20名、女性 11名、合計 31名。 

・あじさいの里は、建設費として 1,000万円の補助金を支出し、入居者の具体的な記載はない 

が、できる限り御蔵島の要請に協力する、という平成 6年 4月締結の協定書は存在する。 

・新たな事業(老人ホームの設置)は考えてはいない。 

・島外の施設に入居された場合の支援は今後の検討課題とします。 
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◎防災行政無線について 

【質問】 防災行政無線の整備が計画されておりますが、整備後の利用について、一部防災に限る使用と

のことであるが、一般行政事務の周知は行うのか。 
 

【回答】村長 

     できる限り現在の形と同じような内容でできるよう努力する。 
 

◆西川 理恵 議員 
 

◎妊娠前から子育て期に至るまでの支援体制の強化について 

【質問】 島内には就学前の子どもが通える保育施設が一箇所しかなく、３歳未満児の預け先は基本的に

ない。保育園の保育時間も 16時までと短く、かねてより保護者からは就業に制約が生じるとの声

が寄せられている。島には保健師も常駐しておらず、住民自身が知識や技術を身につけ、支え合

う仕組みをつくることが現実的な方法ではないかと考える。現在、チャイルドマインダー資格取得

助成の制度設計や進捗はどうなっているか。また、産後ドゥーラや不妊ピアカウンセラーなど、他の

子育て支援関連資格についても助成対象に含めることは可能か伺う。 
 

【回答】村長 

チャイルドマインダーについては現在要綱を作成中であり、議員からの提案を踏まえ、チャイルド 

マインダーに限らず他の資格にも助成を適用できるよう検討する。また、助成対象を拡大する場 

合は予算も増額する必要があるため、その点も含めて検討していきたい。 
 

【質問】 全国的に出生率の低下が深刻化し、東京の島嶼部でも八丈島で分娩の取りやめが予定される 

など、出産環境の悪化が進んでいる。出産機会の減少が将来的な妊娠・出産の不安や産まない 

選択につながるおそれがあり、村としても無関係ではないと考える。こうした現状をどのように受 

け止め、どのような支援策を検討しているのか伺う。 
 

【回答】村長 

少子化や出産環境の悪化は危惧しており、村としても支援金の増額などを行ってきたが、十分と

は考えていない。村内で出産環境を整備するのは難しいため、島外で出産する場合の支援につ

いて今後検討していきたい。 
 

◎御蔵荘の料金と民間宿泊施設への影響について 

【質問】 御蔵荘の宿泊料金は他地域や全国水準と比較しても低い設定となっており、島内の民宿等では 

御蔵荘の価格が基準となって料金を上げづらいという声が上がっている。食材費や燃料費などあ 

らゆるコストが上昇している中、御蔵荘の料金が民間宿泊事業者の経営判断に与える影響につ 

いて、村としてどのように受け止めているか伺う。 
 

【回答】副村長 

御蔵荘は単なる利益追求ではなく、御蔵島の自然資源を活用した交流促進と住民福祉向上を

目的としている。宿泊料金については設置条例のもと、特別会計の収支に配慮しつつ適切に判断

していきたい。これまでも料金改定は慎重に検討してきており、今後も状況を見ながら判断した

い。 
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◎将棋駒作り及び対局体験の観光資源について 

【質問】 島じまん 2025 で実施した将棋駒作り体験と将棋教室が好評であり、島の文化を生かした観光

の柱となる可能性を感じている。こうした取り組みをイベント限定にとどめず、島外観光客向けに

展開する考えがあるか。また、観光資源多様化の戦略的位置づけをどのように考えているか伺

う。 
 

【回答】副村長 

島じまんではツゲ材の PR を目的として体験ブースを設置した。こうした事業を通年で島内にて

実施することは指導者の確保が難しいことや、産業センターでの手彫りが行われていないことか

ら、現時点では難しいと考えている。ただし、民間事業者が体験を有料で実施している例もあるた

め、ツゲ材や桑材を活用した観光体験が可能かどうか、産業センターの運用も含めて今後検討し

たい。 
 

◎ノネコ対策の見直しと島内での手術・保護施設について 

【質問】 現在、本村ではノネコを捕獲後、島外に搬出して対応しているが、受入先確保や搬出体制の維

持は今後負担が増すと考える。島内での避妊・去勢手術の再開や、猫を保護できる施設の整備を

段階的に進めることで、動物福祉と地域環境保護の両立が可能ではないかと考える。併せて、譲

渡において条件や責任の所在が曖昧になっていないか見直す必要がある。さらに、本村出身の獣

医師がノネコ対策に協力したいとの申し出もあると聞いている。ノネコ対策をより持続可能な形へ

見直す必要性について、村の考えを伺う。また、島内での手術再開と保護施設整備について検討

の余地があるか伺う。 
 

【回答】総務課長 

避妊・去勢事業については、受託できる事業者がいれば再開したいと考えている。ただし、従来

の事業では約 1か月間、獣医師の拘束が必要であり、保護施設については設置場所、建設費用、

飼育管理人材など多くの課題があるため、現時点で事業を行う考えはない。ただし、現実的に受

託事業者の確保が可能となれば、事業再開に向けて動きたいと考える。 

 

 

 

 

紙面の都合上、議会だよりは文章や内容を割愛したり、要約したりして掲載しています。

ぜひ議会を傍聴してみてください。 
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御蔵島村議会行政視察報告 

 

 

利島村視察（2025 年 6 月 9 日〜6 月 11 日） 

御蔵島村議会議員 

砂原 奈美子 

 

〇視察実施の経緯 

コロナ禍以降、議員視察不実施だったが今年度は実施を検討。利島村へは過去に議

員視察しているが、義務教育学校となったことや 2024 年 10 月の選挙で議員の 5／

6 が新人となった点。福祉の取り組みが先進的等の話が議員間で出たこともあり、再

び利島村選定となった。主な視察内容は栗本議長の提案から、6 月議会の傍聴であっ

た。その後希望する視察先として各議員から学校、社協の子ども家庭センター等が出

され、小中学校と社会福祉協議会が、明確に行程へ追加された。 

 

６月９日 三室哲也教育長より義務教育学校についてのお話から 

2024年 4月から義務教育学校移行。小中学校間の連携が進む、修業年数が 9年一

貫となることで教育活動がしやすくなるなど「利点の方が多い、利点しかない」との

お話だった。（表現が正確でないかもしれません。） 

（一番強く自分が思ったのは、教育における一番の主人公である「子ども」からの視

点と「子どもにとっての利点」はどこにあるのだろうかという点。実施するのは教職

員だが、計画や設計上に子どもにとっての視点と利点が明確に在るかどうかが最重要

と考えるが、それが解らなかった。もちろん利島村では子どもたちのことを考えての

移行決定であろうし、関係者の皆さん誠実に学校運営されている。移行を否定してい

るのでは決してない。ただ今後もし、御蔵で移行を検討するのであれば、子どもにと

っての良いデータが多く出た後からでも遅くない。というのが、お話を伺った時点で

の個人的結論。） 

 

6 月 9 日(月) 利島村社会福祉協議会：三田貴弘次長のお話から 

今年度 3 月より社協が子ども家庭センター業務を受けている。都内で相談業務に従

事して いた方が担当し、妊産婦・子育て相談、養育支援訪問、夜間相談訪問サービ

ス、子育てひろばなど実施。開設の経緯を伺うと「役場との阿吽の呼吸です」 

利島社協は事務局長が総務課長の兼任に変更となっていた。（役場との連携はさら

に強まっている印象。）以前から社協にはショートステイ用の簡易パーテーションで

仕切られたベッドが数台、寝たままでも椅子でもどちらでも入浴可能な浴槽などの設
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備有り、現在も活用中。（両方の方法で入浴可能な点がとても素晴らしいのです！） 

 配達用の食事も、冷凍の調理済み食事を業者と交渉を重ねて配達してもらうように

し、温めるだけで提供できるメニューがある。これは職員の手間と負担を減らし、空

いた分で違う仕事ができる時間を生んでいる。 

 

6 月 9 日(月) 利島村議会と意見交換会 

（20 代議員と沢山お話が出来、今回 2 番目に貴重な時間だった。定期的にお話しす

る機会を設けたいと考えるくらい。） 

 

6月 10日（火）議会傍聴 

（配信の様子など実際に拝見できたのは良かったが、限られた時間と先方への負担を

考えると議員が分散して他を視察するなどしても良い。） 

 

感想〜今後に活かす点として〜 

視察に行く前の、事前議論をさらに増やす&都度の話し合いの結論を文書で確認す

る。なぜなら非常に限られた時間でどれだけ内容ある行動が出来るか「時期と視察内

容の選定」をもっと深く議員間でする必要があるため。 
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利島村行政視察報告書 

 御蔵島村議会議員  

黒 田 正 道  

 

6月 9日・10日に利島村に行政視察に行ってきました。 

御蔵島村と同規模の利島村ですが、義務教育学校となった利島村立利島小中学校、

利島村社会福祉協議会を中心に視察してきました。 

9日は教育長から義務教育学校[利島村立利島小中学校」の説明を受け、その後利島

村社会福祉協議会を訪問、利島小中学校では、御蔵島にいらしたことのある小野享洋

先生が校長、亀井久士先生が副校長として学校の説明・紹介をしてくださいました。 

義務教育学校「利島村立利島小中学校」は、明治 10年に尋常小学校として開校され

た利島小学校と、昭和 22年に開校された利島中学校を令和 6年３月に閉校し、同年 4

月に開校されました。それまでの利島小・中学校は、現在の御蔵島小・中学校と同じ

様な形態で運営されていましたが、現在は小学校、中学校の区分はなく小中学校 1年

生から 9年生までの学年となり、1年生から 5年生を前期課程、6年生から 9年生を後

期課程に分け、さらに前期をⅠ期（1～2年生）、Ⅱ期（３～５年生）、後期をⅢ期（6

から 8年生）Ⅳ期（9 年生）としています。（全国の義務教育学校ごとに違いがあるよ

うです） 

小・中学校の垣根をなくし、柔軟に運営出来ることにはメリットを感じましたが、

現在の御蔵島小・中学校でも、校長先生をはじめ教職員、教育長・教育委員会のご努

力によりかなり柔軟に運営されており、御蔵島小・中学校の義務教育学校への移行に

は利島や母島の様子を見てから検討してもと思いました。 

 

社会福祉協議会は同規模の自治体にしてはかなり進んでおり（ショートステイの実

施・子ども家庭センターの開設等）、役場職員や社会福祉協議会職員が視察・研修す

べきだと思います。 

  

９日の夜は島の食堂で、議員と村長はじめ村役場職員の皆様との懇親会（もちろん

会費制）が行われ、楽しくも有意義な情報交換ができました。 

  

10日はヘリの時間まで、利島村議会（一般質問）の傍聴をし、大島移動後、大島町

議会（一般質問）の傍聴をしてきました。 

一般質問のやり方や回答の仕方等、議会ごとに違いがあり、興味深く傍聴してきま

したが、ネットでライブ中継している利島村（この日は、不調のためライブ中継は出

来ず、録画での配信）、立派な議事堂・議員控室を有する大島町、いずれの議会の一

般質問は質問席に移動しての質問で、時間的なロスが気になりました。 
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御蔵島村には議事堂や議員控室は必要ないと思いますが、御蔵島村でもネットでの

ライブ配信が出来ればと思います。 

  

速足の視察ではありましたが、予定通りの日程で大変有意義な行政視察でした。 

 

議会中にもかかわらず、親切丁寧に受け入れくださった両町村の皆様方に心からの

感謝をのべ報告といたします。 

 

 

 

 

   

 

  

 

利島村立利島小中学校での意見交換の様子 
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活動報告・令和７年４月１日～令和７年６月３０日 

 

議長 栗本道雄 

 

５月７日    東京都町村議会議長会総会 (出席) 

         東京都町村議会議員研修会 (全議員・出席) 

５月１５日   三宅支庁令和７年度事業説明会 (出席) 

５月２４日～２５日     

         島じまん２０２５ (出席) 

５月２７日   全国町村議会議長・副議長研修会 (出席) 

６月６日    御蔵島村議会議員全員協議会 (出席) 

６月９日    利島村行政視察 (議長他議員３名・職員１名参加) 

６月１０日   利島村定例議会傍聴 (議長他議員３名・職員１名参加) 

６月１０日   大島町議会定例議会傍聴 (議長他議員３名・職員１名参加) 

６月１３日   令和７年第２回御蔵島村議会定例会 (全議員・出席) 

 

今後の定例会予定 

令和７年 

９月１８日～  御蔵島村議会 令和７年第３回定例会 予定 

１２月１２日～    御蔵島村議会 令和７年第４回定例会 予定 

令和８年 

３月１０日～         御蔵島村議会 令和８年第１回定例会 予定 

 

備考 

島内での行事等については報告していません。 

 

                                                      

御蔵島村議会に関するお問い合わせ 

御蔵島村役場 総務課総務係 議会事務局 

〒100-1301 東京都御蔵島村字入かねが沢 

TEL：０４９９４－８－２１２１ 

FAX：０４９９４－８－２２３９ 


